
No.
年齢・性
別

既往歴
ワクチン
名

経過 副反応名 ロット 転帰 CRPSの診断について
ワクチン接種との因果
関係について

CRPSではない。肩
峰下滑液包への誤
注の影響がある。

時間的関係からワク
チン接種との因果関
係は否定できない。

専門家の評価を踏まえた事務局評価

1、2回目接種時は、痛みがあるが1週間くらいで回復した。
3回目接種後、夜から注射部位の痛みを感じ、その後増強、上腕挙上困難となる。接種部位左三角筋上部（肩峰にごく近
接）
鎮痛剤を処方されるが痛みとれず。
接種6日後、ＭＲＩの結果、肩峰下滑液包に炎症が確認された。
接種8日後、左肩に関節内注射施行。嫌み少し軽減。
接種16日後、左肩の疼痛、挙上制限続くため再度関節内注射施行。
接種42日後、左肩関節痛あり。可動域はフル近くに改善。
接種56日後、肩関節痛軽度残存。ＭＲＩ、ＳＴＩＲで高信号。ＣＲＰＯ1。
接種82日後、右膝の激痛。
接種98日後、ひざの関節が腫れている。
接種99日後、関節内注射後軽減、肘関節痛あり。ＭＲＩ上明らかな炎症所見なし。

症状発現から6ヶ月後、可動域制限を伴う中等度の疼痛が持続。筋力低下あるいは感覚障害など腕神経そう神経炎を示
唆する神経学的異常は認められなかった。
症状発現から7ヶ月後、関節鏡視下手術施行。関節窩上腕関節の上方関節唇周囲に滑膜炎が観察された。関節鏡下滑
膜切除術及び肩峰下除圧を施行。
手術後、完全に回復した様子。
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複合性局所疼痛症候群と報告された症例一覧

1
40代・女
性

発酵食
品アレル
ギー

サーバ
リックス
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経過 副反応名 ロット 転帰 CRPSの診断について
ワクチン接種との因果
関係について

症状の一部はＣＲＰ
Ｓの判定指標に適
合するが、発症時期
が早く典型的なＣＲ
ＰＳとは判断できな
い。下肢の不随意
運動や自発運動な
どは二次性の症状
であることが疑われ
る。

時間的関係からワク
チン接種との因果関
係は否定できない。

末梢性浮腫
四肢痛
筋骨格痛
感覚鈍麻
注射による
四肢の運動
低下
発熱
皮膚変色
疼痛
注射部位刺
激感
末梢冷感
運動障害
背部痛
注射部位知
覚異常
ワクチンを接
種した肢の
広汎性腫脹
複合性局所
疼痛症候群
歩行障害
多汗症
注射部位疼
痛
注射部位腫
脹
異痛症
浮腫
複視
腫脹
味覚異常
痙攣
計算力障害
異常行動
絶叫
血小板数減
少
解離
羞明
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不安
頭痛
そう痒症
発疹
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覚消失
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嘔吐
関節痛
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記憶障害
複合性局所
疼痛症候群

本剤2回目接種当日午後、左上肢浮腫、疼痛。その後左下肢、右下肢、右上肢にも疼痛が間欠的に生じる。レギチーン
投与により一時的に左上肢の疼痛は改善。複合性局所疼痛症候群の可能性もあり。接種当日夜間、左前腕近位部に強
いしびれの訴えあり。上腕に腫脹、疼痛が生じ、夜間には肩から肩甲骨、指先までの痛みが出た。疼痛のため歩行困
難。発汗も著明。
接種1日後、入院。腕全体の色がどす黒く、冷たくむくんでいるような腫れているような感じで、動かせない。足先や肩、背
中もしびれて痛い。接種した左手が冷たくなっている。手も上がらず、熱も出始めて夕方から入院。左上腕は一定して腫
脹、疼痛が持続。下腿や右肩、右手背などの痛みが間欠的に生じていた。
接種5日後より、プレドニン1mg/Kg/day3日間投与するも変化なし。
接種7日後、アロディニア浮腫から複合性局所疼痛症候群を疑ってレギチーン10mgによる負荷試験を行い、症状の著明
な改善を認めた。
接種8日後、テグレトール150mg/day内服2日間開始したが、複視を認めたため中止。
接種30日後、味覚障害出現。その後も微熱や頭痛が断続的に出現。
接種40日後、Ｂ病院受診し、リリカ25mg、リボトリール0.5mg、桂枝加朮附湯エキス顆粒7.5ｇ/日を内服開始。
接種42日後、症状改善が見られず他院に紹介。末梢神経伝導検査、体性感覚誘発電位検査で異常なし。
接種62日後、手足の痛みがやや軽減した。歩行も可能な時がでてきた。
接種64日後、夜間就寝時に手足をばたつかせる痙攣のような動きが出現。
接種81日後、数が数えられない、計算ができないという症状が出現。睡眠中に手足をばたつかせたり叫んだりする症状も
再びでるようになった。リリカ、リボトリールを徐々に減量。
接種104日後、他院の入院し、脳波、ＳＰＥＣＴ、髄液検査などの検査を行うも、脳血流の若干の低下を認める以外は明ら
かな異常なく、夜間の手足のばたつきも、睡眠時の行動ではなく覚醒時に生じているものとの診断であった。
接種117日後、学校への登校を再開。
接種118日後、解離症状が出現するようになり、登校中断。その後もしばしば解離症状が出現。
接種170日後、リボトリールを0.15ｍｇまで減量したところで、夜間の手足のばたつきに加え、筋肉や関節の痛みが出現。
羞明や吐き気も出現。
接種191日後、計算障害が再燃、解離症状増悪。その後もリボトリールを減量するたびに関節痛や不安、解離症状、頭
痛、手足のかゆみ、頭の発疹が出現。
接種296日後、リボトリール中止。
接種299日後、嚥下障害出現。
接種347日後、嚥下障害軽快。歩行障害も改善。関節痛、解離症状、不安、計算障害、味覚障害、頭痛はその後も症状
が消長しながら継続。
接種504日後現在、計算障害が目立つ状態。

サーバ
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なし
10代・女
性
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未回復
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3
10代・女
性

ガーダシ
ル

本剤接種時には、特に疼痛、しびれ、異常症状はなかった。接種2～3分後に左手第一指末端に疼痛としびれ出現し、ぴく
つきが出るようになった。手指のしびれを震え、握力の減弱が持続するため大学病院紹介入院。自律神経徴候を伴う神
経原性疼痛症候群を発現。
接種2日後、症状はほぼ認めない程度に回復しリボトリールとビタミンＢ12内服開始し退院。
接種10日後、自律神経徴候を伴う神経原性疼痛症候群回復。
接種58日後、特に問題ないことを確認。
接種228日後、2回目接種。接種後特に問題なし。

複合性局所
疼痛症候群

回復 情報不足で判断が
困難であるが、報告
された内容について
はＣＲＰＳの判定指
標を満たさない。症
状の発現と回復過
程が早く、典型的な
ＣＲＰＳとは判断でき
ない。

時間的関係からワク
チン接種との因果関
係は否定できない。

4
20代・女
性

ガーダシ
ル

本剤接種1回目、その日に右肩から鼠径部に神経痛のような痛みがあった。
本剤接種2回目、左頸部から肩にかけてのしびれあり。痛い時は左腕が挙上困難、めまい、吐き気あり。
接種7日後、同部をひねった。
接種翌月、随伴症状の嘔気、めまいがひどかった。
接種48日後、嘔気あり。
日付不明、ＭＲＩ検査実施。
報告時点で、左頸部から肩にかけてのしびれの症状は現在まで続いている。挙上困難、めまい、吐き気、嘔気は未回
復。

複合性局所
疼痛症候群
神経痛
注射による
四肢の運動
低下
浮動性めま
い
悪心
感覚鈍麻

不明
不明
未回復
未回復
未回復
未回復

情報不足で判断が
困難であるが、報告
された内容について
はＣＲＰＳの判定指
標を満たさない。自
律神経症状、めま
い、嘔吐があり典型
的なＣＲＰＳとは判
断できない。

時間的関係からワク
チン接種との因果関
係は否定できない。
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5
10代・女
性

副鼻腔
炎、食物
アレル
ギー（エ
ビ）、発
達障害

ガーダシ
ル

患者には、副鼻腔炎、食物アレルギー（エビ）、発達障害の原疾患/合併症があった。

ガーダシルを1 回目接種（接種部位不明）。
接種84日後、ガーダシルを2 回目筋肉内接種（接種部位不明）。接種時の痛みは訴えなし。
接種143日後、微熱（37.5℃）を認めた。両足のだるさ、重い感じ、痺れが出現。接種医院を受診。内服薬処方。
接種146日後、解熱認めた。両下肢の疼痛が出現した。夜間には疼痛増強し、眠れず急病診療所を受診。ロキソプロフェ
ンナトリウム水和物（ロキソニン）処方され帰宅。
接種147日後、疼痛が持続する為、接種医院を受診。点滴施行。
接種148日後、疼痛及び筋力低下により歩行できなくなった。
接種149日後、A大学病院小児科受診。特に何もなかった。
接種150日後、B病院（当院）小児科入院。下肢の筋力低下、アロディニア、下肢の腱反射亢進認めた。両下肢疼痛、痛み
の数値評価スケール（NRS：Numeric Rating Scale）：8（痛みなし＝0～これ以上ない痛み＝10）。下肢神経伝導速度：正
常、心電図：正常。入院中に変化なし。
接種168日後、退院。その後、腰から下が痛みのため歩行できず車いすで通学等している。
接種202日後、同日時点で両下肢疼痛は未回復であり、複合性局所疼痛症候群は未回復。

複合性局所
疼痛症候群

未回復 CRPSの判定指標を
満たさない。2回目
の接種と症状発現
までの期間が2ヶ月
あり、潜伏期間が長
いことや、両側性の
症状が認められるこ
とから典型的なＣＲ
ＰＳとは判断できな
い。下肢の深部腱
反射亢進は、中枢
神経疾患の存在を
示唆しており、末梢
神経疾患であるＣＲ
ＰＳの病態に合致し
ない。

評価不能


